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岩
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ン
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理
コ
ン
テ
ス
トト
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■
所
得
税
の
確
定
申
告
・
住
民
税
申
告
は
、

２
月

日

か
ら

３
月

日

ま
で

１７

（月）

１７

（月）

税

★
確
定
申
告
を
す
れ
ば
、

税
金「
所
得
税
」
が
戻
る
人

次
の
よ
う
な
人
で
、源
泉
徴
収
さ
れ
た
税

金
な
ど
が
納
め
過
ぎ
に
な
っ
て
い
る
人
は
、還

付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◎
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
人
や
公
的

団
体
な
ど
に
寄
附
を
行
っ
た
人（
医
療
費

控
除
を
受
け
る
人
は
事
前
に
必
ず
病
院

ご
と
に
領
収
書
を
集
計
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
）

◎
住
宅
ロ
ー
ン（
償
還
期
間
が

年
以
上
な

１０

ど
一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
）を
利
用
し

て
マ
イ
ホ
ー
ム
を
取
得
し
た
人
や
増
改
築

を
行
っ
た
人

◎
年
の
途
中
で
退
職
し
、そ
の
後
就
職
し
な

か
っ
た
た
め
年
末
調
整
を
受
け
て
い
な
い

人
★
所
得
税
の
納
付
に
つ
い
て

平
成

年
分
の
所
得
税
の
納
付
は
、３
月

２５

日

ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。な
お
、
振
替

１７

（月）

の申告と納税

■
消
費
税
と
地
方
消
費
税
の
申
告
は
、

３
月

日

ま
で

３１

（月）

所
得
税
の
確
定
申
告

★
確
定
申
告
が
必
要
な
人

次
の
よ
う
な
人
は
、確
定
申
告
の
必
要
が

あ
り
ま
す
。

◎
商
売
な
ど
個
人
で
事
業
を
営
ん
で
い
る

人
や
不
動
産
収
入
の
あ
る
人

◎
給
与
を
１
か
所
か
ら
受
け
て
い
る
人
で
、

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
金

額
の
合
計
額
が

万
円
を
超
え
る
人

２０

◎
給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
る

人
◎
年
金
所
得
者
の
う
ち
年
金
収
入
金
額
が

４
０
０
万
円
を
超
え
る
人

◎
年
金
所
得
者
の
う
ち
年
金
以
外
の
所
得

が

万
円
を
超
え
る
人

２０

◎
土
地
、建
物
や
ゴ
ル
フ
会
員
権
な
ど
の
資

産
を
譲
渡
し
た
人

※
こ
の
ほ
か
に
も
確
定
申
告
の
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。

納
税
を
す
る
と
、４
月

日

に
口
座
引
き

２２

（火）

落
と
し
に
な
り
、資
金
の
準
備
に
余
裕
が
で

き
ま
す
。

公
的
年
金
を

受
給
し
て
い
る
人
へ

平
成

年
分
の
確
定
申
告
か
ら
公
的
年

２３

金
に
係
る
雑
所
得
を
有
す
る
人
で
、次
に
該

当
す
る
場
合
は
、所
得
税
の
確
定
申
告
書
の

提
出
が
不
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
公
的
年
金
の
収
入
金
額（
２
か
所
以
上

あ
る
場
合
は
そ
の
合
計
額
）が
４
０
０
万

円
以
下
で
、公
的
年
金
に
係
る
雑
所
得
以

外
の
所
得
金
額
が

万
円
以
下

２０

た
だ
し
、申
告
書
提
出
が
不
要
の
場
合
で

も
、
医
療
費
控
除
や
寄
附
金
控
除
な
ど
で
所

得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
書
は
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
所
得
税
の
確
定

申
告
書
を
提
出
し
な
い
場
合
は
必
ず
住
民

税
の
申
告
が
必
要
で
す
）

申
告
受
付
・
申
告
相
談

市
は
、
市
内
の
４
会
場
で
２
月

日

か

１７

（月）

ら
３
月

日

ま
で
の
期
間（
午
前
８
時

１７

（月）

３０

分
～
午
後
５
時
、
土
・
日
曜
日
を
除
く
）、所

得
税
の
確
定
申
告
と
個
人
市
県
民
税
の
申

告
受
付
、
申
告
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。ま

た
、
和
田
山
税
務
署
で
も
所
得
税
の
確
定
申

告
と
申
告
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

申告受付・相談会の日時と場所

開催場所開催日地域

生野庁舎裏
１階会議室

２月１７日（月）

～

３月１７日（月）

生 野

和田山農業
研修センター
２階２０１号室

和田山

山東庁舎
１階市民室

山 東

朝来庁舎
２階会議室

朝 来

■問い合わせ先
市役所税務課 ☎６７２－６１１９
和田山税務署 ☎６７２－３１７１
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個
人
事
業
者
の
消
費
税
と

地
方
消
費
税
の
申
告

個
人
で
事
業
を
し
て
い
る
人
で
、消
費
税

の
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
次
の

よ
う
な
人
で
す
。

◎
平
成

年
分
の
課
税
売
上
高
が
１
千
万

２３

円
を
超
え
て
い
る
事
業
者

◎
平
成

年
分
の
課
税
売
上
高
が
１
千
万

２３

円
以
下
で
、
平
成

年

月
末
ま
で

２４

１２

に「
消
費
税
課
税
事
業
者
選
択
届
出
書
」

を
提
出
し
て
い
る
事
業
者

消
費
税
と
地
方
消
費
税
の
申
告
と
納
税

は
、
事
業
所
の
納
税
地
を
所
轄
す
る
税
務
署

長
に
、
１
枚
の
申
告
書
と
納
付
書
で
ま
と
め

て
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
申
告
期
限
と
納
期
限
は
３
月
３１

日

で
す
。
振
替
納
税
の
場
合
は
、４
月

（月）

２４

日

に
口
座
引
き
落
と
し
と
な
り
ま
す
。申

（木）
告
書
提
出
の
際
は
付
表
の
添
付
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

消
費
税
と
地
方
消
費
税
に
つ
い
て
詳
し
く

は
、
和
田
山
税
務
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。個

人
市
県
民
税
申
告
書
の

送
付
と
提
出

個
人
市
県
民
税
申
告
書
を
２
月
初
旬
に

郵
送
し
ま
す
。

申
告
書
は
、
平
成

年
１
月
１
日
現
在

２６

で

歳
以
上
で
、

年
中
の
所
得
が
給
与
所

１８

２４

得
の
み
で

年
度
の
個
人
市
県
民
税
が
給

２５

与
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る
人
と
、平
成
２４

年
分
の
申
告
で
青
色
申
告
書
を
提
出
し
て
い

る
人
を
除
い
た
人
に
郵
送
し
ま
す
。収
入
や

経
費
、控
除
に
関
す
る
事
項
な
ど
を
記
入
し

て
、記
名
、押
印
の
上
、３
月

日

ま
で
に

１７

（月）

市
役
所
税
務
課
ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興

課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
す

る
人
は
、こ
の
個
人
市
県
民
税
申
告
書
の
提

出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、収
入
が
無
い
、ま

た
は
マ
イ
ナ
ス
の
場
合
や
、
だ
れ
か
の
扶
養
に

な
っ
て
い
る
場
合
、学
生
の
場
合
は
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。申
告
し
な
い
場
合
は
、所
得
証
明
書

な
ど
の
発
行
が
で
き
な
く
な
る
だ
け
で
な
く
、

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成

年
分
所
得
税
と

２５

平
成

年
度
市
県
民
税
の

２６

主
な
改
正
点

●
復
興
特
別
所
得
税
の
創
設

（
所
得
税
関
係
）

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
た
め
の
施

策
を
実
施
す
る
た
め
の
財
源
確
保
の
た
め
、

「
復
興
特
別
所
得
税
」が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の「
復
興
特
別
所
得
税
」は
平
成

年
２５

か
ら

年
ま
で
の
各
年
分
の
基
準
所
得
税

４９

額（
通
常
の
方
法
に
よ
っ
て
計
算
し
た
所
得

税
額
）が
課
税
対
象
と
な
り
、基
準
所
得
税

額
に
２
・
１
％
を
乗
じ
て
計
算
し
ま
す
。確

定
申
告
の
場
合
は
、所
得
税
と
復
興
特
別

所
得
税
を
併
せ
て
申
告
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

●
平
成

年
度
個
人
住
民
税

２６

均
等
割
税
率
の
改
正（
市
県
民
税
関
係
）

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
目
的
に
、

地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
防
災
の
た
め

の
事
業
に
対
す
る
費
用
の
財
源
を
確
保
す
る

た
め
に

年
度
か
ら

年
度
ま
で
の
間
に
限

２６

３５

り
、個
人
市
県
民
税
の
均
等
割
の
標
準
税
率

が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

市
民
税
均
等
割
は
３
千
円
か
ら
５
０
０

円
引
き
上
げ
ら
れ
３
千
５
０
０
円
と
な
り
、

県
民
税
均
等
割
は
１
千
８
０
０
円
か
ら
５

０
０
円
引
き
上
げ
ら
れ
２
千
３
０
０
円

（
県
民
税
分
に
は
県
民
緑
税
８
０
０
円
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
）と
な
り
、市
県
民
税
あ
わ

せ
て
１
千
円
の
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。

記
帳
・
帳
簿
等
の

保
存
制
度
の
対
象
者
拡
大

事
業
所
得（
農
業
を
含
む
）や
不
動
産
所

得
を
有
す
る
白
色
申
告
の
皆
さ
ん
に
対
す
る

記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
の
対
象
が
拡
大

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、所
得
税
及
び
復
興
特
別

所
得
税
の
申
告
の
必
要
が
な
い
人
も
、記

帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
の
対
象
と
な
り
ま

す
。詳
し
く
は
税
務
署
ま
た
は
市
役
所
税
務

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
で

高
齢
者
や
そ
の
家
族
が
障
害
者
控
除
、医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
障
害
者
控
除

納
税
者
自
身
ま
た
は
控
除
対
象
配
偶
者
、

扶
養
親
族
が
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
人
で
も
、障
害
の
程
度
が

障
害
者
と
同
等
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
場

合
で
、次
の
要
件
に
該
当
す
る
人
は
、確
定

申
告
時
に
障
害
者
控
除
の
適
用
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
満

歳
以

６５

上
の
人
で
、精
神
ま
た
は
身
体
の
障
害

の
程
度
が
障
害
者
と
同
等
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
人

■
寝
た
き
り
の
人
の
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除

寝
た
き
り
状
態
で
、医
師
の
治
療
に
際

し
て
お
む
つ
の
使
用
が
必
要
な
場
合
は
、

医
師
が
発
行
す
る「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」

が
受
け
ら
れ
る
場
合
に
つ
い
て

に
よ
っ
て
お
む
つ
代
を
医
療
費
控
除
の
対

象
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。市
で
は
次

の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
に
、「
お
む
つ
使

用
証
明
書
」の
代
わ
り
と
な
る「
主
治
医
意

見
書
内
容
確
認
書
」を
発
行
し
ま
す
。

▽
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受
け
る
の

が
２
年
目
以
降
で
、介
護
保
険
の
要
介

護
認
定
の
主
治
医
意
見
書
で
お
む
つ
の

使
用
が
確
認
で
き
る
場
合

■
手
続
き

対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、市

役
所
高
年
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
地
域
振

興
課
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

障
害
者
控
除
・
医
療
費
控
除

■
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
高
年
福
祉
課

☎
６
７
２－

６
１
２
４



◆
生
野
は
古
代
か
ら
の

重
要
な
交
通
の
要
衝

生
野
町
は
兵
庫
県
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
し
、日
本
海
側
に
流
れ
る

円
山
川
と
瀬
戸
内
海
に
流
れ
る
市

川
の
分
水
嶺
に
あ
た
り
ま
す
。

古
代
の
律
令
制
下
に
お
い
て
は
、

生
野
は
播
磨
国（
は
り
ま
の
く
に
）

の
神
崎
郡
堲
岡
里（
は
に
お
か
の

さ
と
）に
属
し
て
お
り
、播
磨
と
但

馬
の
国
境
を
越
え
る
人
々
の
物
資

な
ど
の
往
来
が
盛
ん
な
と
こ
ろ
で

も
あ
り
ま
し
た
。こ
れ
は
古
代
だ

け
で
は
な
く
、今
回
紹
介
す
る
生

野
城
が
造
ら
れ
た
中
世
に
あ
っ
て

も
同
様
で
し
た
。

◆
播
磨
赤
松
氏
に
備
え
た
山
城

「
生
野
城
」

【
築
城
の
こ
ろ
】

応
永

年
（
１
４
２
７
）、播
磨

３４

の
守
護
職
で
あ
っ
た
赤
松
満
佑
（
み
つ

す
け
）が
将
軍
足
利
義
持（
よ
し
も

ち
）に
反
抗
し
て
兵
を
挙
げ
ま
し
た
。

こ
の
と
き
、赤
松
満
佑
の
討
伐
を
命

じ
ら
れ
た
山
名
時
熈（
と
き
ひ
ろ
）は
、

こ
の
生
野
で
城
を
築
き
、満
佑
討
伐

に
備
え
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。生

野
城
築
城
の
明
ら
か
な
時
期
は
不

明
で
す
が
、お
そ
ら
く
こ
の
時
期
に
は

城
と
し
て
の
形
を
持
ち
始
め
て
い
た

の
で
し
ょ
う
。

生
野
城
は
、標
高
６
０
１

㍍

の

頂
上
に
主
郭（
御
主
殿
）を
作
り
、そ

こ
か
ら
派
生
す
る
尾
根
上
に
大
小
の

曲
輪
（
く
る
わ
…
有
事
の
際
に
兵
を

常
駐
さ
せ
る
た
め
の
平
坦
地
）を
配

置
し
て
い
ま
す
。

市市政フラッシ市政フラッシュュ

「「生野城「生野城」」
～但馬最古級の石垣を有する山城～但馬最古級の石垣を有する山城～～

第75回

南
但
消
防
本
部
は
、１
月

日「
平

１０

成

年
消
防
出
初
式
」を
同
本
部
で

２６
開
催
し
ま
し
た
。

昨
年
４
月
の
南
但
消
防
本
部
の
発

足
後
初
と
な
る
式
に
は
、同
本
部
署
員

や
関
係
者
ら
約
１
０
０
人
が
出

席
。永
年
勤
続
者
の
表
彰
な
ど
が

行
わ
れ
た
ほ
か
、小
川
消
防
長
が

「
昨
年
は
広
域
化
が
実
現
し
た
こ

と
に
よ
る
基
礎
づ
く
り
の
一
年
で

し
た
が
、今
年
は
そ
の
上
に
立
ち
、

一
歩
前
に
進
む
一
年
に
し
て
ほ
し

い
」と
職
員
を
前
に
訓
示
を
行
い

ま
し
た
。

式
に
続
き
、訓
練
が
行
わ
れ
、

参
加
者
が
見
守
る
な
か
、倒
壊
建
物
か

ら
の
高
所
救
助
訓
練
、兵
庫
県
消
防

防
災
航
空
隊
の
ヘ
リ
が
出
動
し
て
の
連

携
訓
練
、一
斉
放
水
な
ど
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

防災ヘリとの連携訓練

但
消
防
本
部
で
消
防
出
初
式

南南南市
と
市
消
防
団
は

月

日
、市

１２

１５

役
所
生
野
支
所
で
ポ
ン
プ
自
動
車
の

受
渡
式
を
行
い
ま
し
た
。

ポ
ン
プ
車
が
渡
さ
れ
た
の
は
、生
野

支
団
第
２
分
団
。同
分
団
の
ポ
ン
プ
車

が
配
備
か
ら

年
を
経
過
し
た
こ
と
か

２０

ら
、今
回
の
更
新
と
な
り
ま
し
た
。

式
に
は
、関
係
者
を
は
じ
め
約

人
４０

が
出
席
。新
車
両
に
積
載
さ
れ
る
筒
先

（
ホ
ー
ス
の
先
端
に
取
り
付
け
放
水
を

行
う
器
具
）が
、多
次
市
長
か
ら
、朝
来

市
消
防
団
の
石
原
武
士
団
長
、生
野

支
団
の
中
村
八
郎
支
団
長
、生
野
支

団
第
２
分
団
の
三
木
俊
英
分
団
長
へ

と
順
々
に
受
け
渡
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

最
後
に
、三
木
分
団
長
が「
受
け
取
っ

た
車
両
を
十
分
活
用
で
き
る
よ
う
訓
練

に
励
み
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

市消防団では計画にもとづき消防車の更新を行っています

新
鋭
の
ポ
ン
プ
自
動
車
を
配
備

市
消
防
団
生
野
支
団
第
２
分
団

最最最

築城のころに築かれた小規模な曲輪
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【
銀
鉱
発
見
と
生
野
城
】

生
野
で
初
め
て
銀
鉱
が
発
見
さ

れ
た
の
は
、大
永
年
間（
１
５
２
１

～
１
５
２
７
）以
前
か
ら
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、天
文

年
１１

（
１
５
４
２
）、城
山
の
南
表
で
銀

鉱
が
掘
り
出
さ
れ（
蛇
間
歩
）
、盛
期

を
迎
え
た
の
で
す
。当
時
、銀
山
は
山

名
氏
が
直
接
管
理
し
て
お
り
、そ
の

た
め
、城
も
よ
り
強
固
に
修
築
さ
れ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。古
城
山
山
頂
の

主
郭
を
中
心
と
す
る
大
規
模
な
曲

輪
群
は
、こ
の
時
期
の
改
修
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、銀
山
旧
記
な
ど
の
文
献

に
、こ
の
こ
ろ
、活
発
に
な
っ
て
き
た
銀

山
経
営
を
統
括
す
る
た
め
、三
層
の

天
守
と
外
濠
、内
濠
を
備
え
た
本
格

的
な
平
城
が
完
成
し
た
と
も
記
述

さ
れ
て
い
ま
す
。

【
織
田
信
長
に
よ
る
銀
山
掌
握
】

永
禄

年
（
１
５
６
９
）、織
田

１２

信
長
は
羽
柴
秀
吉
を
但
馬
に
派
遣

し
、出
石
此
隅
山
（
こ
の
す
み
や
ま
）

城
以
下

城
を
攻
略
す
る
と
と
も

１８

に
、生
野
銀
山
を
接
収
し
た
の
で
す
。

生
野
城
の
主
郭
及
び
そ
の
下
の
曲
輪

に
は
石
垣
が
見
ら
れ
ま
す
。こ
の
よ
う

な
石
垣
は
、こ
の
永
禄

年
以
降
の

１２

織
田
信
長
に
よ
る
改
修
で
は
な
か
っ

た
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
後
、生
野
城
は
ど
う
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。天
正

年
１３

（
１
５
８
５
）以
降
、
豊
臣
秀
吉
の

銀
山
直
轄
管
理
が
行
わ
れ
る
中
、そ

の
拠
点
と
し
て
平
城
と
し
て
の
生
野

城
が
造
ら
れ
ま
し
た
。そ
し
て
山
城

と
し
て
の
生
野
城
は
そ
の
使
命
を
終

え
た
の
で
す
。

（
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
）

県
が
整
備
を
進
め
て
い
る
与
布
土

ダ
ム
で
１
月
９
日
、工
事
関
係
者
や

地
元
の
皆
さ
ん
ら
約

人
が
参
加
し
、

６０

ダ
ム
へ
の
貯
水
を
開
始
す
る
湛
水
式

た

ん

す

い

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
ダ
ム
は
、与
布
土
川
周
辺
の
水

害
の
防
止
、山
東
地
域
へ
の
水
道
水
や

農
業
用
水
の
確
保
を
目
的
に
、平
成

３
年
度
か
ら
事
業
が
進
め
ら
れ
て
き

た
も
の
。
え
ん
堤
の
高
さ
は

・
４
㍍
、

５４

長
さ
１
４
５

㍍

で
、１
０
８
万
立
法

㍍

の
貯
水
容
量
が
あ
り
、今
後
、
ダ
ム

の
供
用
へ
向
け
た
各
種
試
験
が
行
わ

れ
、６
月
ご
ろ
に
は
供
用
が
開
始
さ

れ
る
予
定
で
す
。

ま
た
、市
で
は
ダ
ム
の
供
用
開
始
に

合
わ
せ
、平
成

年
度
か
ら
与
布
土

２４

浄
水
場
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

布
土
ダ
ム
で
湛
水
式
６
月
の
供
用
開
始
へ
向
け

与与与市
は
１
月
９
日
、和
田
山
ジ
ュ
ピ
タ
ー

ホ
ー
ル
で「
朝
来
市
政
策
研
究
研
修
・
政

策
研
究
発
表
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、市
の
若
手
職
員
で
組
織
す
る

研
究
チ
ー
ム
が
、市
政
の
重
要
課
題
に
取

り
組
む
こ
と
で
、政
策
の
形
成
能
力
向
上

と
市
行
政
の
課
題
解
決
を
行
お
う
と
実

施
し
て
い
る
も
の
。昨
年
８
月
か
ら
、２
つ

の
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
研
究
が
進
め
ら
れ
、

「
朝
来
市
に
お
け
る
支
所
の
あ
り
方
」で
の

発
表
で
は
、住
民
に
身
近
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
た
め
、地
域
自
治
協
議

会
等
と
の
連
携
が
大
事
。と
い
っ
た
提
言

が
、ま
た
、「
老
朽
家
屋（
空
き
家
）の
適

正
管
理
」に
つ
い
て
の
発
表
で
は
、家
屋
の

状
況
や
環
境
に
応
じ
、活
用
、管
理
、撤

去
な
ど
適
し
た
対
応
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
。と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

研究成果は今後の市政にも活かしていきます

政
の
課
題
解
決
へ
研
究
成
果
を
発
表

市市市

生野城に築かれた石垣（部分）

事業は自然との共生にも配慮し進められました

生野城の中心部（大規模な曲輪）
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市
体
育
協
会
は
１
月
１
日
、市
役

所
本
庁
前
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
、

朝
来
市
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、旧
和
田
山
町
時
代

か
ら

年
以
上
に
わ
た
り
開
か
れ
て

４０

い
る
恒
例
の
大
会
で
、昨
年
か
ら
市
体

育
協
会
の
主
催
で
行
っ
て
い
る
も
の
で

す
。２

回
目
と
な
る
今
回
も
、男
女
別
、

年
代
別
の
部
門
に
分
か
れ
、４

㌔
、２

㌔
、１
・
４
㌔
を
走
る
コ
ー
ス
に
、市
内

外
か
ら
１
４
４
人
が
出
場
。沿
道
か

ら
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
、健
脚
を

競
い
合
い
ま
し
た
。

第第
２
回

朝
来
市
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大

第
２
回

朝
来
市
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会会

１年のスタートをきりました

山山
東
公
民
館
「
２
０
１
４
元
旦
マ
ラ
ソ
ン

山
東
公
民
館
「
２
０
１
４
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
」」

ゴールする参加者

山
東
公
民
館
は
１
月
１
日
、恒
例

の「
２
０
１
４
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
」を
開

催
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、元
旦
に
走
る
こ
と
で
、

こ
の
一
年
を
心
身
と
も
に
健
や
か
に

過
ご
し
て
も
ら
お
う
と
開
い
て
い
る

も
の
で
す
。

今
年
も
、山
東
公
民
館
前
か
ら
粟

鹿
川
沿
い
に
往
復
３

㌔

を
走
る
コ
ー

ス
が
設
け
ら
れ
、山
東
地
域
の
ジ
ュ
ニ

ア
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
子
ど
も
た
ち
や
、

地
域
の
皆
さ
ん
な
ど
約
２
０
０
人
が

参
加
、今
年
の
走
り
初
め
を
楽
し
み

ま
し
た
。

市
は
１
月

日
、和
田
山
ジ
ュ
ピ

１２

タ
ー
ホ
ー
ル
で「
平
成

年
朝
来
市

２６

成
人
式
」を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
朝
来
市
で
新
し
く
成
人
を
迎

え
た
の
は
、平
成
５
年
度（
５
年
４
月

２
日
～
６
年
４
月
１
日
）に
生
ま
れ

た
３
５
１
人
の
皆
さ
ん
で
、当
日
は
、

そ
の
う
ち
２
８
８
人
が
出
席
し
ま
し

た
。朝

来
市
の
歌
の
合
唱
、朝
来
市
少

年
少
女
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
で
幕

開
け
し
た
式
典
で
は
、多
次
市
長
が

「
ふ
る
さ
と
を
大
切
に
し
て
い
た
だ
き
、

柔
軟
な
発
想
力
と
実
行
力
を
朝
来
市

発
展
の
た
め
に
活
か
し
て
ほ
し
い
」と

祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、新
成
人
を
代
表
し
て
村
上

晴
香
さ
ん（
柴
区
）、奥
育
子
さ
ん（
楽

新新
成
人
の
門
出
を
祝
福

成
人
式
を
開
催
し
ま
し

新
成
人
の
門
出
を
祝
福

成
人
式
を
開
催
し
ま
し
たた

実行委員会主催で行われた「成人のつどい」

音
寺
区
）の
２
人
が
、「
私
た
ち
を
見

守
っ
て
く
れ
た
す
べ
て
の
皆
さ
ん
に
感

謝
し
ま
す
」「
社
会
の
一
員
で
あ
る
こ

と
を
自
覚
し
責
任
あ
る
行
動
が
で
き

る
よ
う
心
が
け
ま
す
」と
謝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

式
典
に
続
い
て
、新
成
人

人
で
つ

１４

く
ら
れ
た
実
行
委
員
会
に
よ
る「
成

人
の
つ
ど
い
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
つ
ど
い
は
、新
成
人
自
ら
の
手

で
成
人
式
を
祝
い
盛
り
上
げ
よ
う
と

す
る
も
の
で
、委
員
会
の
皆
さ
ん
は
昨

年
夏
か
ら
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

お
笑
い
ラ
イ
ブ
、
グ
ッ
ズ
抽
選
会
、

思
い
出
を
振
り
返
る「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

大
会
」や
「
ス
ラ
イ
ド
上
映
」、代
表
に

よ
る
家
族
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
朗
読
な

ど
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
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対
処
す
る
た
め
に
、長
靴
や
懐
中
電
灯

な
ど
分
か
り
や
す
い
場
所
に
置
く
こ
と

が
大
事
」な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

山
口
小
学
校
で
１
月

日
、「
１
・

１７

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
忘
れ
な
い
」

１７と
題
し
て
防
災
集
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、同
校
の
児
童
を
は
じ
め
地

域
住
民
の
皆
さ
ん
な
ど
約
２
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。は
じ
め
に
、阪
神
・

淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災
な
ど

で
命
を
落
と
し
た
皆
さ
ん
へ
黙
と
う
。続

い
て
同
校
の
教
師
や
市
防
災
安
全
課

職
員
か
ら
、地
震
が
発
生
し
た
時
の
身

の
守
り
方
や
心
構
え
な
ど
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。ま
た
、平
成

年
２１

８
月
の
台
風
９
号
で
自
宅
が
浸
水
す

る
被
害
を
受
け
た
、青
田
勉
さ
ん（
八

代
区
）が
当
時
を
振
り
返
り「
災
害
に

震震
災
を
忘
れ
な
い
…
山
口
小
学
校
で
防
災
集

震
災
を
忘
れ
な
い
…
山
口
小
学
校
で
防
災
集
会会

体験談に真剣に耳を傾ける子どもたち

朝
来
市
連
合
国
際
交
流
協
会
は
、

１
月

日
、山
東
公
民
館
で「
茶
道
体

１４

験
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、同
協
会
が
市
内
に
在
住

し
て
い
る
外
国
人
の
皆
さ
ん
を
対
象

に
毎
週
開
い
て
い
る「
あ
さ
ご
日
本
語

教
室
」の
ひ
と
つ
と
し
て
、日

本
の
文
化
を
体
験
し
て
も
ら

お
う
と
、
今
回
初
め
て
行
っ
た

も
の
で
す
。

外
国
人
受
講
生
の
皆
さ
ん

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
指
導

を
受
け
な
が
ら
、慣
れ
な
い

動
作
に
戸
惑
い
な
が
ら
も

「
お
点
前
」に
挑
戦
。抹
茶
の

を
お
か
わ
り
す
る
姿
も
見
ら

れ
ま
し
た
。

茶茶
道
体
験
で
日
本
文
化
に
親
し

茶
道
体
験
で
日
本
文
化
に
親
し
むむ

ボランティアの指導で抹茶をたてる

組
が
参
加
し
た
予
選
会
を
勝
ち
抜

９４い
た

人
が
参
加
。生
バ
ン
ド
の
演
奏

３０

を
バ
ッ
ク
に
、自
慢
の
歌
声
を
ホ
ー
ル

い
っ
ぱ
い
に
響
か
せ
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、第
１
位
の
歌
謡
大
賞

に
は
仲
田
茂
正
さ
ん（
宍
粟
市
）が

輝
き
ま
し
た
。他
の
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。第
２
位
・
足
立
治
代
さ

ん（
丹
波
市
）、第
３
位
・
波
多
野

ま
ゆ
み
さ
ん（
金
浦
区
）、和
田
山

町
観
光
協
会
長
賞
・
田
中
茂
一

さ
ん（
豊
岡
市
）、和
田
山
地
区
料

飲
組
合
長
賞
・
岸
口
ま
す
み
さ
ん

（
丹
波
市
）、朝
来
市
商
工
会
長

賞
・
足
立
祐
輔
さ
ん（
玉
置
区
）。

市
は
１
月

日
、「
岩
津
ね
ぎ
料
理

１８

コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
４
」の
本
選
を
和

田
山
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
で
開
催
し

ま
し
た
。

市
特
産
の「
岩
津
ね
ぎ
」の
普
及
を

目
的
と
す
る
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
。７
回
目

の
今
回
は

点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

５１

本
選
で
は
、そ
の
な
か
か
ら
書
類
と

写
真
を
も
と
に
選
ば
れ
た
８
組
の
皆
さ

ん
が
参
加
。

分
間
の
制
限
時
間
内
に

４５

調
理
を
行
い
、そ
の
様
子
や
料
理
の
ビ

ジ
ュ
ア
ル
、味
わ
い
や「
ネ
ギ
が
主
役
」に

な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
な
ど
の
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
８
人
の
審
査
員
が
評
価
。最

優
秀
賞
に
日
原
フ
ミ
子
さ
ん（
枚
田

区
）の「
岩
津
ね
ぎ
甘
酢
漬
」が
、優
秀

賞
に
は
渡
部
美
智
余
さ
ん（
姫
路
市
）

の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

「「
岩
津
ね
ぎ
」が
主
役
の
料
理
コ
ン
テ
ス

「
岩
津
ね
ぎ
」が
主
役
の
料
理
コ
ン
テ
ス
トト

ホホ
ー
ル
に
響
く
自
慢
の
歌
声

第

回
ジ
ュ
ピ
タ
ー
ホ
ー
ル
歌
謡

ホ
ー
ル
に
響
く
自
慢
の
歌
声

第

回
ジ
ュ
ピ
タ
ー
ホ
ー
ル
歌
謡
祭祭

2222

アイディアあふれる料理の数々が披露されました

ジ
ュ
ピ
タ
ー
ホ
ー
ル
振
興
協
会
と
市

は
、１
月

日「
第

回
ジ
ュ
ピ
タ
ー

１９

２２

ホ
ー
ル
歌
謡
祭
決
勝
大
会
」を
同
ホ
ー

ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、昨
年

月
に
市
内
外
か
ら

１２

大賞を受賞した仲田さん

平成２６年２月平成２６年２月号号7



経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
、

小
・
中
学
校
に
就
学
が
困
難

と
認
め
ら
れ
る
児
童
生
徒
の

保
護
者
に
対
し
、学
用
品
費
、

修
学
旅
行
費
、給
食
費
等
の

一
部
を
支
給
し
ま
す
。

▽
対
象

前
年
度
ま
た
は
当
該
年

度
に
お
い
て
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人

◎
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る

◎
市
民
税
の
非
課
税
ま
た
は

減
免
、固
定
資
産
税
の
減

免
を
受
け
た

◎
国
民
年
金
の
掛
金
の
減

免
、国
民
健
康
保
険
料
の

減
免
ま
た
は
徴
収
の
猶
予

を
受
け
た

◎
児
童
扶
養
手
当
の
支
給

を
受
け
て
い
る

◎
生
活
福
祉
資
金
の
貸
付

け
を
受
け
て
い
る

◎
前
述
に
該
当
し
な
い
が
、

経
済
的
に
児
童
生
徒
の

就
学
が
困
難
で
あ
る
と
教

育
委
員
会
が
認
め
る
人

※
認
定
は
、保
護
者
か
ら
の

申
請
書
と
必
要
添
付
書

類
、学
校
長
の
意
見
、世

帯
の
収
入
状
況
な
ど
に
基

づ
い
て
総
合
的
に
判
断
し

ま
す
。援
助
の
対
象
と
な

る
収
入
基
準
は
家
族
構

成
や
年
齢
等
世
帯
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。

※
申
請
を
希
望
す
る
人
は

３
月

日

ま
で
に
市

１４

（金）

教
育
委
員
会
学
校
教
育

課
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

☎
６
７
７－

２
１
１
４

障
害
者
が
住
み
や
す
い
街

を
目
ざ
し
て
活
動
す
る
、南

但
馬
自
立
支
援
協
議
会
は
、

平
成

年
度
の
活
動
報
告

２５

会
と
、「
楽
し
く
な
く
っ
ち
ゃ

講
演
会
じ
ゃ
な
い
！
」を
モ
ッ

ト
ー
に
活
動
を
行
っ
て
い
る

栗
木
剛
さ
ん
を
講
師
に
研

修
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時

２
月

日

、午
後
２

２０

（木）

時
～
４
時

▽
内
容

◎
第
１
部
・
南
但
馬
自
立
支

援
協
議
会
の
活
動
報
告

◎
第
２
部
・
講
演
会「
み
ん

な
で
元
気
に
暮
ら
し
た
い
」

講
師
・
栗
木
剛
さ
ん

（
m
o
t
t
o
ひ
ょ
う
ご

事
務
局
長
）

▽
問
い
合
わ
せ

市
役
所
社
会
福
祉
課

☎
６
７
２－

６
１
２
３

島
根
県
奥
出
雲
町
で
、地

元
農
産
物
を
集
め
都
市（
京

阪
神
）で
売
る「
地
産
都
商
」

を
実
践
す
る
、須
山
一
さ
ん

を
講
師
に
招
き
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。

▽
日
時

３
月
７
日

、午
後
１

（金）

時

分
～
４
時

分

３０

３０

▽
会
場

和
田
山
ジ
ュ
ピ
タ
ー
ホ
ー

ル
２
階
研
修
室

▽
講
師

須
山
一
さ
ん（
J
A
雲
南

営
農
部
次
長
、地
産
地

消
の
仕
事
人
と
学
ぶ
現

地
検
討
会
講
師
）

▽
演
題

「
地
産
地
消
」と「
地
産
都

商
」の
両
輪
で
地
域
活
性

化
を
め
ざ
す

▽
対
象

朝
来
市
・
養
父
市
の
認
定

農
業
者
と
認
定
農
業
者

を
目
ざ
す
人
、生
活
研
究

グ
ル
ー
プ
員
、農
業
青
年

ク
ラ
ブ
員
等

▽
応
募
期
限
・
定
員

３
月
３
日
（月）

各
市

人（
先
着
順
）

２０

市役所本庁 ☎０７９－６７２－３３０１

生野支所 ☎０７９－６７９－２２４０

山東支所 ☎０７９－６７６－２０８０

朝来支所 ☎０７９－６７７－１１６５ 情情

報

掲

示

情

報

掲

示

板板

In
fo
rm
a
tio
n
A
s
a
g
o
L
ife

暮らしのお知らせ

※お知らせページに掲載する広告を募集しています。詳しくは秘書広報課（☎６７２－６１１３）へ。

バス待合所を設置しました

市は１２月２５日、和田山駅前ロータリー内のバス

停にバス待合所を設置しました。待合所内にはベン

チが設置されて、四方と屋根を建具で囲み、雨・風・

雪などの吹きこみを防ぐようになっています。

広報朝朝朝来来来 8

就
学
援
助
制
度

平
成

年
度
南
但
馬
自
立
支
援
協
議
会

２５

報
告
会
・
研
修
会

《お薬手帳を活用しましょ《お薬手帳を活用しましょうう》》
①お薬手帳とは？ 自分が使っている薬の名前・量・

日数・使用法等を記録できる手帳です。

②お薬手帳を使うメリット 飲み合わせや薬の重複を

確認し、副作用のリスクを減らします。また、急に具

合が悪くなったときに、副作用歴、アレルギー、過去

にかかった病気等の情報を伝えることができます。

③お薬手帳の使い方

◎一冊にまとめ、服用薬の記載漏れ等を防ぎます。

◎医療機関、薬局（市販薬やサプリメントを買う場

合も含む）へ行く際は、忘れずに持って行きます。

◎アレルギーや副作用歴は、必ず記録します。

④入手方法 各薬局や、かかりつけ医などで入手で

きます。お薬を受け取るときに申し出てください。

■問い合わせ先 市役所市民課 ☎６７２－６１２０

農
業
経
営
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

第91第91回回 のの保保国国 ひひ ろろ ばば

おお
知
ら

お
知
ら
せせ



▽
問
い
合
わ
せ
先

朝
来
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

☎
６
７
２－

６
８
９
０

朝
来
市
農
業
再
生
協
議
会

☎
６
７
２－

２
７
７
４

森
林
全
体
に
深
刻
な
影

響
を
与
え
る
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ

等
に
よ
る
被
害
に
つ
い
て
、生

物
の
多
様
性
か
ら
考
え
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時

２
月

日

、午
後
１

２３

（日）

時
～
５
時

▽
会
場

和
田
山
ジ
ュ
ピ
タ
ー
ホ
ー

ル
２
階
研
修
室

▽
内
容

①
講
演「
兵
庫
の
森
か
ら
虫

が
消
え
る
」

講
師
・
近
藤
伸
一
さ
ん

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
ど
も
と
む

し
の
会
副
理
事
長
）

②
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

▽
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
ょ
う
ご
エ
コ

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

☎
０
７
９
６－

９
６－

１
１
３
０（
大
西
）

☎
６
６
４－

０
１
７
９（
熊
田
）

親
力
の
向
上
と
地
域
住

民
参
加
の
子
育
て
支
援
・
推

進
を
目
的
に
、メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

ン「
親
力
で
決
ま
る
子
ど
も
の

将
来
」で
、メ
ル
マ
ガ
大
賞
５

年
連
続
１
位
に
輝
い
た
親

野
智
可
等
さ
ん
を
講
師
に
、

「
子
ど
も
が
生
き
生
き
と
育
つ

ま
ち
づ
く
り
但
馬
大
会
」を

開
催
し
ま
す
。

▽
日
時

３
月

日

、午
後
１

２２

（土）

時
～
３
時

分
３０

▽
会
場

県
立
但
馬
長
寿
の
郷

（
養
父
市
八
鹿
町
国
木
）

▽
内
容

講
演「
子
育
て
に
地
域
の

大
人
を
巻
き
込
ん
で
」

講
師
・
親
野
智
可
等
さ
ん

（
教
育
評
論
家
）

▽
参
加
申
込
み

各
公
民
館
で
配
布
す
る

申
込
書
か
電
話
で

▽
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

但
馬
県
民
局
県
民
運
動
課

☎
０
７
９
６－

２
６－

３
６
４
８

新
さ
わ
や
か
な
環
境
づ
く

り
但
馬
地
域
行
動
計
画
推

進
協
議
会
は
、但
馬
の
自
然

を
考
え
る
事
例
発
表
会
を

開
催
し
ま
す
。

▽
日
時

２
月

日

、午
後
１

２２

（土）

時

分
～
４
時

３０

▽
会
場

じ
ば
さ
ん
Ｔ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ａ

（
豊
岡
市
大
磯
町
）

▽
内
容

環
境
保
護
・
保
全
活
動

等
の
事
例
発
表

①
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
里
づ
く
り

実
行
委
員
会

②
県
立
香
住
高
校

③
神
鍋
山
野
草
を
愛
で
る
会

④
コ
ウ
ノ
ト
リ
市
民
研
究
所

▽
参
加
申
込
み

２
月

日

ま
で
に

１４

（金）

▽
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

但
馬
県
民
局
県
環
境
課

☎
０
７
９
６－

２
６－

３
６
５
１

姫
路
市
立
美
術
館
は
、

「
姫
路
市
民
美
術
塾
も
っ
と

知
り
た
い
！

青
山
熊
治

熊
治
さ
ん
と
仲
間
た
ち
」と

題
し
た
展
覧
会
を
開
催
し

ま
す
。

▽
会
期

３
月
８
日

～

日

、

（金）

２３

（日）

月
曜
休
室

▽
会
場

イ
ー
グ
レ
ひ
め
じ
内
姫
路

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
姫
路

市
本
町
）

▽
内
容

姫
路
市
美
術
館
所
蔵
の

生
野
３
巨
匠（
青
山
熊

治
、白
瀧
幾
之
助
、和
田

三
造
）の
作
品
約

点
を

４０

展
示
（
※
観
覧
無
料
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

姫
路
市
立
美
術
館

☎
０
７
９－

２
２
２－

２
２
８
８

県
立
歴
史
博
物
館
は
、平

成

年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

２６
マ「
軍
師
官
兵
衛
」と
連
動
し

た
特
別
展
を
開
催
し
ま
す
。

▽
会
期

３
月

日

～
５
月
６

２１

（金）

日

、月
曜
休
館（
４
月

（火）日
、５
月
５
日
は
開
館
）

２８
▽
会
場

兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館

（
姫
路
市
本
町
）

▽
内
容

稀
代
の
軍
師
・
黒
田
官
兵

衛
ゆ
か
り
の
資
料
、同
時

代
の
歴
史
資
料
な
ど
を
紹

介
し
、官
兵
衛
の
人
間
像

と
彼
が
生
き
た
時
代
を
浮

き
彫
り
に
し
ま
す
。

※
朱
漆
塗
合
子
形
兜
・
黒
糸
威

五
枚
胴
具
足

小
具
足
付

▽
観
覧
料

大
人
１
千
２
０
０
円
、

大
学
生
９
０
０
円
、高

校
生
６
０
０
円
、小
・
中

学
生
無
料

▽
問
い
合
わ
せ
先

兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館

☎
０
７
９－

２
８
８－

９
０
１
１

◎兵庫県保険医協会健康情報テレホンサービス ☎０１２０－９７９－４５１（２月のテーマ）【月曜】うちの子、カゼにかかりやすいのはなぜ？

税
２月の税
固 定 資 産 税 ４期

国民健康保険税 ８期

納期 ２月２８日（金）まで

２月の税

■問い合わせ先 市役所税務課 ☎６７２－６１１９

市税などの徴収強化について（国税還付金などの差押えを実施します）
市は、税収の確保や市民の公平・公正な税負担のため、市税などの徴収を強化

しています。滞納を放置したまま連絡もない人には財産調査を行い、財産（国税還付
金・預貯金・給与など）を確認できた場合は強力に差押えを実施します。
《特段の事情によって納付が困難な場合は、早急に税務課に相談ください》

ストップ滞納!ストップ滞納!!!

平成２６年２月平成２６年２月号号9

子
ど
も
が
生
き
生
き
と
育
つ

ま
ち
づ
く
り
但
馬
大
会

山
の
動
物
と
森
の
あ
り
方
を
考
え
る

シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
等
の
被
害
防
止
に
向
け
て

但
馬
の
自
然
を
考
え
る
事
例
発
表
会

２
０
１
４
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

特
別
展
「
軍
師
官
兵
衛
」

も
っ
と
知
り
た
い
！
青
山
熊
治
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暮らしのお知らせ
市役所本庁 ☎０７９－６７２－３３０１

生野支所 ☎０７９－６７９－２２４０

山東支所 ☎０７９－６７６－２０８０

朝来支所 ☎０７９－６７７－１１６５

県
教
育
委
員
会
は
、県

内
の
市
町
組
合
立
小
・
中
・

特
別
支
援
学
校（
神
戸
市

を
除
く
）の
非
常
勤
講
師
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
勤
務
内
容

初
任
者
研
修
に
係
る
授

業
の
補
充
な
ど

▽
報
酬
な
ど

１
時
間
当
た
り
２
千
７

７
０
円（
若
干
変
更
と

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
）交
通
費
は
、支
給
限

度
額
の
範
囲
で
実
費
支

給
▽
資
格

希
望
す
る
校
種
の
教
育

職
員
免
許
法
に
定
め
る

小
・
中
・
高
等
学
校
教
諭

普
通
免
許
状
の
所
持
、

ま
た
は
、平
成

年
４

２６

月
１
日
ま
で
に
取
得
で

き
る
人

▽
申
込
み

３
月

日

ま
で
に
朝

１４

（金）

来
市
教
育
委
員
会
ま
た

は
県
教
育
事
務
所（
教

育
振
興
室
）で
受
け
付

け
ま
す
。※
土
曜
、日
曜
、

祝
日
を
除
く

▽
問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

☎
６
７
７－

２
１
１
５

但
馬
づ
く
り
の
指
針
と

な
る「
但
馬
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
、住
民
の
参
画
と
協
働
に

よ
っ
て
実
現
し
て
い
く
た
め
、

そ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を

実
践
、推
進
す
る「
但
馬
夢

テ
ー
ブ
ル
委
員
」を
募
集
し

ま
す
。

▽
活
動
内
容

ビ
ジ
ョ
ン
実
現
に
向
け
た

各
種
活
動
の
自
主
的
な

企
画
・
実
践
、ビ
ジ
ョ
ン
の

普
及
啓
発
な
ど

▽
資
格

但
馬
地
域
で
地
域
づ
く
り

活
動
を
行
っ
て
い
る
人
、ま

た
は
そ
の
意
欲
の
あ
る
人

で
、平
成

年
４
月
１
日

２６

現
在
で
満

歳
以
上
の

１８

人
▽
任
期

平
成

年
４
月
１
日
～

２６

平
成

年
３
月
末

２８

（
２
年
間
）

▽
募
集
人
数

人
程
度

５０
▽
応
募
締
切

２
月

日
２８

（金）

▽
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

但
馬
県
民
局
県
民
協
働
室

ビ
ジ
ョ
ン
課

☎
０
７
９
６－

２
６－

３
６
１
５

兵
庫
県
立
も
の
づ
く
り

大
学
校
は
、求
職
中
の
人
を

対
象
に
、平
成

年
度
６

２６

か
月
コ
ー
ス
前
期
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▽
コ
ー
ス（
定
員
各

人
）

２０

Ｃ
Ａ
Ｄ
コ
ー
ス
、情
報
ビ

ジ
ネ
ス
コ
ー
ス

▽
授
業
料

無
料（
教
科
書
代
等
実

費
負
担
あ
り
）

▽
訓
練
期
間

４
月
９
日

～
９
月
５

（水）

日
（金）

▽
出
願
期
間

２
月

日

～
３
月

１２

（水）

１１

日
（火）

▽
問
い
合
わ
せ
先

兵
庫
県
立
も
の
づ
く
り
大
学

☎
０
７
９－

２
４
０－

７
０
７
７

県
立
網
干
高
校
は
、通

信
制
課
程
の
平
成

年
度

２６

入
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象

県
内
在
住
・
在
勤
で
、義

務
教
育
を
修
了
、ま
た
は

今
春
修
了
見
込
の
人

▽
出
願
期
間

２
月

日

～

日

１７

（月）

２４

（月）

▽
問
い
合
わ
せ
先

県
立
網
干
高
等
学
校
通
信
制
課
程

☎
０
７
９－

２
７
４－

２
０
１
４

第
７
期
但
馬
夢
テ
ー
ブ
ル
委
員

小
中
特
別
支
援
学
校
の

非
常
勤
講
師（
初
任
教
員
研
修
）

募

集

募

集

兵
庫
県
立
網
干
高
等
学
校

通
信
制
課
程

兵
庫
県
立
も
の
づ
く
り
大
学
校

市は児童相談・ＤＶ相談 専用ダイヤルを設置しています

児童相談専用ダイヤル ☎０１２０－２１－０２９４

ＤＶ相談専用ダイヤル ☎６７０－２２５５

（月～金 午前８時３０分～午後５時１５分 土日祝日・年末年始は休みます）
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各 種 相 談 の ご 案 内

時：日時 場：場所 問：問い合わせ 予：予約

人権相談（無料） 人権問題に関する相談
時 ２月１３日（木） 午後１時３０分～３時
場 生野保健センター、和田山農業研修センター、
山東老人福祉センター、朝来老人福祉保健センター
問 市役所人権推進課 ☎６７２－６１２２

女性のなやみ相談（無料） 女性が抱えるさま
ざまな悩みや問題の相談に応じます（予約制）
時 ２月１２日（水） 午後０時３０分～３時３０分
場 市役所西館（予定）
問・予 市役所人権推進課 ☎６７２－６１２２

行政相談（無料） 官公庁の仕事の苦情や意
見・要望などの相談に応じます
時 ２月１７日（月） 午前１０時～１１時３０分
場 生野保健センター、和田山老人福祉センター、
山東老人福祉センター、朝来老人福祉保健センター
問 市役所市民課 ☎６７２－６１２０

司法書士による法律相談会（無料） 司法書士による
登記・相続・多重債務などの法律相談（予約制）
時 ３月１日（土） 午後１時～４時
場 和田山農業研修センター２０５号室
問・予 兵庫県司法書士会但馬支部 ☎６７６－３３６８

若者就労・支援に関する相談会（無料） 若者サポート
ステーションは、若者未就業者の就労自立に向
けた相談に応じます。
時 毎週水曜日 午後１時～４時
場 山東公民館２階小会議室
問・予 労協若者サポートステーション豊岡 ☎０７９６－３４－６３３３

総合法律センター南たじま相談所 弁護士による法
律相談（予約制・１回３０分・相談料５，２５０円）
時 ２月２７日（木） 午後１時～４時
場 和田山老人福祉センター
問・予 兵庫県弁護士会 ☎０７８－３５１－１２３３

ホール・美術館の催し ●詳細は各施設で確認してください

身体障害者相談（無料） 障害に関する相談
時 ３月３日（月） 午後１時～４時
場 旧朝来町社会福祉協議会朝来支所
問 市役所社会福祉課 ☎６７２－６１２３

【火曜】歯科の応急処置【水曜】知っておきたい不整脈の話【木曜】鼻づまりから起こる病気【金土日】子どもの顔のあざ

和田山ジュピターホール
☎６７２－１０００ 休月曜日
（月曜日が祝日の場合はその翌日）

第１８回兵庫県警察音楽隊ふれあいタウンコンサート

《全席自由》 公演日：２月１１日（火・祝）／開演：午後１時３０分

入場無料（整理券が必要）

BENIPremiumLive２０１４inASAGO《全席指定》前売券好評発売中

公演日：３月１６日（日）／開演：午後３時／料金：４，０００円

自

自

自

自

自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自

自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自

自
自
自
自
自
自
自
自
自
自
自
自
自
自
自
自
自
自
自
自
自

自
自
自
自
自
自
自
自
自
自
自
自
自
自
自
自
自
自
自
自
自

和田山図書館、あさご森の図書館、生野公民館図書室では、館内特別整理の
ため上記の間休館します。ご不便をおかけしますが、よろしくお願いいたします。

和田山図書館 ☎６７２－１７００／あさご森の図書館 ☎６７０－４７１０／生野公民館図書室 ☎６７９－３５４４

図図書館休館のお知ら図書館休館のお知らせせ ２月１２日（水）～１８日（火）休館日

あさご芸術の森 野外彫刻の作家たち展会期：２月１１日（火・祝）まで

朝来からの風「朝展」優秀作品展
あさご芸術の森美術館 会期：３月２日（日）まで
さんとう緑風ホール（巡回展）会期：３月６日（木）～９日（日）
※巡回展は入場無料

あさご芸術の森美術館友の会会員交流美術展
会期：２月１５日（土）～３月２日（日）

入館料大人５００円／大学生・高校生３００円／小・中学生２００円

あさご芸術の森美術館 ☎６７０－４１１１ 休水曜日、祝日の翌日
（水曜日が祝日の場合はその翌日）

コミュニティ助成事業（宝くじ助成事業）で地域活性化
財団法人自治総合センターは、宝くじの収益で助成事業を行っています。

これは宝くじの普及広報とコミュニティ（地域）の健全な発展を目的に助成
するものです。今年度、朝来市では与布土地域自治協議会が助成金の交付
を受けました。
●与布土地域自治協議会では、平成２４年度末から旧ＪＡ
支店を新しい拠点として活動しています。その施設を地域
の拠り所として気軽に集い、住民交流の場としての充実を
図るため必要な備品を購入しました。今後のコミュニティ
の一層の活性化が期待されます。

問・市役所総合政策課☎６７２－６１１０
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兵
庫
県
交
通
安
全
協
会
主
催
の
、平
成

年
度
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
で
、

２５大
蔵
小
学
校
５
年
生
の
中
村
怜
さ
ん
が
、

約
１
万
５
千
点
の
応
募
の
な
か
か
ら

作
１０

品
に
贈
ら
れ
る
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

齊
藤
惠
美
子
さ
ん（
竹
ノ
内
区
）

兵
庫
県
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

と
兵
庫
県
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
、家
族

が
一
丸
と
な
っ
て
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
克
服

し
、明
る
い
家
庭
づ
く
り
の
た
め
に
努
力
を

重
ね
地
域
社
会
か
ら
も
賞
賛
と
励
ま
し
を

得
て
い
る
家
庭
を
推
奨
す
る「
明
る
い
家
庭

推
奨
事
業
」推
奨
者
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。

健康コーナー

市は１２月１日、あさご・ささゆりホールで、「朝来市の

地域医療を考える講演会」を開催しました。

４回目となる今回は、地域医療を担う医師を養成す

る栃木県にある自治医科大学地域医療学センター助教

の阿江竜介さんが「朝来には朝来の地域医療の形があ

る～ひとまかせでは医者は集まらない～」と題して講

演。集まった皆さんを前に、但馬の公立病院での勤務経

験をもとに、「朝来市を取り巻く地域医療の現状」、「医

師不足の背景」、「新病院が果たす役割」などについて分

かりやすい説明がありました。

また、血管推定年齢測定、健康相談、献血推進展示な

どのコーナーを設置したほか、健康づくりポイント事

業参加や献血への協力についても呼びかけました。

例年冬は、かぜなどで全国的に献血者が減少します。輸

血用血液をいつでも十分に確保しておくためには、絶えず

だれかの献血が必要です。明日の医療を支える献血に、

多くの皆さまのご協力をよろしくお願いします。

※本人確認できるもの（免許証、保険証など）・献血カード（お持ちの人）をご持参ください。

【問い合わせ先】市役所地域医療・健康課 ☎６７２－５２６９

冬は輸血用血液が不足します

場 所内 容曜
日日月

山東老人福祉センター
朝来公民館

離乳食教室
脳元気度チェック（予約制）

水１９
２
月 和田山保健センター８か月児健診木２０

山東老人福祉センター献血火２５
和田山保健センター３か月児健診木２７
和田山保健センターこころのケア相談（予約制）月３

３
月

和田山保健センター１歳６か月児健診木６
和田山保健センター３歳児健診金７
生野マインホールこころの健康づくり講演会土８
山東老人福祉センター脳元気度チェック（予約制）水１２
朝来老人福祉保健センター献血木１３

幼児等対象の健診についてはいずれも該当児には個別通知します。

２２２／／１６～３１６～３／／１５１５
健健健康康カレカレンンダーダー

【 ２月の献血予定】
受付時間会 場日 程

午前９：３０～１１：１５午後０：３０～３：３０和田山農業研修センター１０日（月）
午前９：３０～１１：１５午後０：３０～３：００山東老人福祉センター２５日（火）

朝来市の地域医療を考える講演会

中村 怜さん（土田区）【受賞作品】

「
平
成

年
度
明
る
い
家
庭
推
奨
事
業
」推
奨
者
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但
馬
・
食
文
化
ま
つ
り
２
０
１
４

今
年
は
４
月

日

・

日

に
開
催
！

２６

（土）

２７

（日）

但
馬
の
海
の
幸
・
山
の
幸
な
ど
自
慢
の
特

産
品
や
但
馬
牛
を
味
わ
え
る「
食
材
の
宝

庫
」但
馬
を
実
感
で

き
る
催
し
で
す
。

今
年
は

周
年

２０

を
迎
え
、夢
但
馬
２

０
１
４
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

４
月
に
開
催
し
ま
す
。

▽
開
催
日

４
月

日

・

日

２６

（土）

２７

（日）

▽
会
場

和
田
山
中
央
文
化
公
園

（
和
田
山
町
玉
置
）

《
食
の
ブ
ー
ス
出
店
者
募
集
》

▽
出
店
条
件

但
馬
内
に
事
務
所
を
置
い
て
い
る
事
業

所
・
団
体
・
個
人
。

▽
締
切
り

２
月

日

ま
で
に
出
店
希
望
調
査
書

２１

（金）

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

出
店
希
望
調
査
書
の
様
式
に
つ
い
て
は

朝
来
市
観
光
交
流
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▽
そ
の
他

出
店
希
望
者
が
多
数
の
場
合
は
抽
選
し

ま
す
。

抽
選
日
・
３
月
中
旬

※
抽
選
日
に
は
必
ず
参
加
く
だ
さ
い
。

《
問
い
合
わ
せ
先
》

市
役
所
観
光
交
流
課

☎
６
７
２－

４
０
０
３

昨年の様子
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健康コーナー
■問い合わせ先
市役所地域医療・健康課
☎６７２－５２６９（和田山保健センター）

【朝来市健康増進計画～健康あさご２１～】

★自分のからだに関心を持ち、

生活習慣病を予防しよう！

★定期的に健康診断を受け、

病気の早期発見・早期治療に努めよう！

生活習慣病（高血圧・脂質異常症・糖尿病など）や早期

のがんは自覚症状がないことが多く、また、症状がない

からといって必ずしも異常がないとは限りません。健

診・がん検診は隠れた異常を見つける良い機会です！

定期的に健診を受けるよう習慣化しましょう！

２月下旬に該当の世帯に各健診の申込書を郵送しま

す。３月６日（木）までに必要事項を記入し、申込書を返

送してください。

●各健診の受診までの流れ

【問い合わせ先】

◎健診内容・申込みに関すること

市役所地域医療・健康課 ☎６７２－５２６９

◎国保・後期高齢者医療・人間ドックに関すること

市役所市民課（国保担当） ☎６７２－６１２０

「うつ」や「こころの健康」について知っていただく機会と

して、市民の皆さんを対象に「こころの健康づくり講演会」

を開催します。

当日は、住民参加による健康劇もあわせて行いますの

で、お誘い合わせお気軽にご参加ください。

【日 時】 ３月８日（土）、午後１時３０分～４時

【会 場】 生野マインホール

【内 容】

①健康劇

「うつを正しく知ろう」

兵庫県在宅保健師会と

住民の皆さん

②講演会

「気づいてください、

こころのサインに」

～こころの健康づくりへの

理解を深めよう～

講師 高石俊一さん（精神科医）

【問い合わせ先】市役所地域医療・健康課 ☎６７２－５２６９

「タバコをやめたいが、自信がない」「一度、禁煙に失

敗したからあきらめた」といった皆さんを対象に「タバ

コ」について一緒に考える教室です。

喫煙しない人も、受動喫煙やタバコのことについて

知りたいという人も、参加可能です。

【日 時】２月２２日（土）、午後１時１５分～４時

【会 場】和田山保健センター

【内 容】

「タバコをよく知って、みんなで禁煙にチャレンジ」

～こうすれば禁煙は成功する～

馬庭内科医院院長馬庭幸二さん

※肺年齢測定を実施します。

肺年齢測定のようす

【申込み・問い合わせ先】

市役所地域医療・健康課 ☎６７２－５２６９

申込書の送付

▽市から各健診の申込書を該当の世帯に送りま
す。（２月下旬に郵送）

申 込 み

▽各健診とも事前の申込みが必要です。（日時設
定・検査容器を準備するためです）
※結核検診については申込みの必要はありません
▽申込書と同封の説明書をよく読み、申込書を返
送してください。（申込〆切は３月６日（木））

案 内

▽各健診とも実施の約１か月前に検診日時をお知
らせするとともに、受診票等をお送りします。

受 診

▽「受診票」と「健診費用」、特定健診は「保険証」（被
用者保険の人は「特定健康診査受診券」が必要）
を持って、指定の日時・会場で受けてください。

結果の送付

▽各健診とも健診日から約２～４週間後に結果
を送付します。
（歯科検診は検診当日にお返しします）
▽結果に基づいて、生活習慣を見直していただく
ほか、必要であれば医療機関で精密検査や再検
査を受けてください。
▽健康づくりのための教室を実施します。該当者
には直接ご案内しますので、積極的に参加して
いただき、健康づくりの一助としてください。

→

→

→

→

平成２６年度

各種健康診査申込みのお知らせ

こころの健康づくり講演会

健康劇・講演会を開催します

「タバコを考える教室」参加者募集

◎あさご健康・医療電話相談ダイヤル２４ ☎０１２０－１３５－９９０（フリーダイヤル）２４時間年中無休／通話料・相談料無料

平平成２６年２月平成２６年２月号号13
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■問い合わせ先

市役所人権推進課 ☎６７２－６１２２

男女が共にあらゆる分野の活動に参画して、一人ひとりがいきいき

と心豊かに暮らしていくことができるように、また、それぞれの夢や希

望を実現できる社会をめざしましょう。

「男だからこうすべき、女だからこうあるべき」といった、性別で固定的に役割を決めてしまう意識に気づき、改め

ていく必要があります。

男女共同参画社会とは、男女が互いにその人権を尊重し、性や世代にとらわれず、職場で、学校

で、地域でそれぞれの個性と能力を認め合い発揮できる社会です。

私たちの意識や習慣・しきたり、行動には、「男だから、女だから」という性の違いを理由に生き

方や人生の選択の幅を狭めてしまっていることがあります。男女共同参画社会実現のためには、

「男女共同参画社会」ってどんな社会？人権推進課だより（69）

地域包括支援センターの

■問い合わせ先 市役所地域包括支援センター ☎６７２－６１２５

窓お家で療養されている高齢者の皆さんへ

～介護保険で利用できる医療系サービス～
加齢に伴い、医療と介護、両方のサービスを必要とされる人

が増えてきています。

病気とうまくつきあいながら、ご自宅で生活できるよう、介護保

険では右の表のような『医療系サービス』が用意されています。

家庭での暮らしの中で医療サービスが必要となる場合には、

ケアマネジャーが、病状を把握し、医師と相談の

上でサービスを調整する役割を担っています。

利用を希望する場合は、担当の主治医やケ

アマネジャーにご相談ください。

【介護保険で利用できる医療系サービス】

看護師などが自宅を訪問し、療養上
のお世話や助言を行います。

訪問看護

理学療法士や作業療法士などが自宅
を訪問し、生活活動をうまく行うた
めのリハビリテーションを行います。

訪問リハビリ
テーション

医師などが自宅を訪問し、療養上の
管理や指導を行います。

居宅療養
管理指導

日帰りで通い、心身の機能維持・回復
などのために必要なリハビリテー
ションを行います。

通所リハビリ
テーション
（デイケア）

但馬文教府みてやま学園
地域高齢者大学「但馬文教府みてやま学園・みてやま学
園大学院」は、平成２６年度の学生を募集しています。
■対象
◎学園生・但馬地域に住むおおむね６０歳以上の人
◎大学院生・但馬地域に住み、県立４年制高齢者大学ま
たは市町などが設置する高齢者大学等を修了した人

■学習年限・定員
◎学園生・４年制６０人
◎大学院生・２年制３０人
■受講料 年額１万２千５００円
（予定・東日本大震災の避難者には免除制度があります）
■申込方法 公民館などにある所定の申込書に必要事項を
記入し、学園生は３月２０日（木）、大学院生は３月２６日
（水）までに
■申込み・問い合わせ先
県立但馬文教府 ☎０７９６－２２－４４０７

但馬長寿の郷いきいき教室
平成２６年度の受講生を募集しています。
■内容 陶芸、手づくりパン、粘土工芸、絵手紙、木工

歌謡カラオケ、押し花、手描染色
■受講期間 １年間
■締切り ３月１０日（月）、申込み多数の講座は抽選
■申込み・問い合わせ先
但馬長寿の郷企画管理課 ☎６６２－８４５６

朝来市健康福祉大学
平成２６年度の新入生を募集します。

■対象 おおむね６０歳以上（５０歳代も可）
■就学期間 ２年制（修了後も研究科生として在籍可）
■学習内容 一般教養講座（講義、講話など）

専門講座（陶芸、パソコン基礎、園芸など）
クラブ活動（デジカメ、絵画、歌謡など）

■開講日 原則毎月第２・４土曜日（通学バスあり）
■学費 ７千円ほか教材費
■募集期間 ２月～３月２８日（金）
■申込方法 申込書を添えて学園事務局または各地域の学
園地区委員まで（募集要項は市役所市民課・健康福祉部・
各支所の窓口にあります）
■問い合わせ先 朝来市健康福祉大学 ☎６７２－１００８

（毎週火・金曜日 午前９時～午後５時）

ひょうごラジオカレッジ（高齢者放送大学）
平成２６年度の学生を募集しています。

■内容 ラジオ放送への感想文の提出、スクーリングほか
■対象 県内在住の５０歳以上の人・本科生５００人（先着順）
■応募期間 ２月１０日（月）～４月１１日（金）
■費用 年間６千円（テキスト代含む）
■放送 ラジオ関西 毎週土曜日朝６時３０分～７時
■学習期間 １年間
■申込み・問い合わせ先
ひょうごラジオカレッジ ☎０７９－４２４－３３４３
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№５１ ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）の落とし穴！暮らしの情報コーナー

▼

２

月

３

日

の

節
分
、翌

４

日

の

立

春

を

過
ぎ「
暦
の
上
で
は
も
う

春
で
す
」と
、こ
の
時
期
に

な
れ
ば
毎
年
の
よ
う
に
言

わ
れ
ま
す
が
、「
節
分
冬

中（
せ
つ
ぶ
ん
ふ
ゆ
な
か
）」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う

に
、一
年
の
う
ち
で
最
も

寒
い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

▼「
節
分
」と
は
季
節
を

分
け
る
日
を
意
味
し
、
立

春
の
前
日
だ
け
で
な
く
、

立
夏
、立
秋
、立
冬
の
前

日
も
節
分
に
あ
た
り
ま
す
。

旧
暦
を
使
用
し
て
い
た
こ

ろ
は
、新
し
い
春
を
迎
え

る
こ
の
時
期
が
ち
ょ
う
ど

新
年
の
幕
開
け
に
あ
た
る

こ
と
か
ら
、い
ま
で
も
２
月

の「
節
分
」は
重
要
視
さ

れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

▼「
節
分
」の
風
物
と
言

え
ば
、鬼
に
豆
を
な
げ
つ

け
る
こ
と
で
邪
気
を
払
う

豆
ま
き
を
は
じ
め
、
柊（
ひ

い
ら
ぎ
）の
枝
に
焼
い
た
イ

ワ
シ
を
刺
し
て
玄
関
な
ど

に
か
か
げ
る「
柊
鰯
」も
見

ら
れ
ま
す
。近
年
で
は
、そ

の
年
の
恵
方
に
向
か
っ
て
巻

き
寿
司
を
丸
か
ぶ
り
す
る

行
事
な
ど
も
、全
国
的
な

広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

▼
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、

本
格
的
な
春
の
到
来
を

願
う
人
た
ち
の
思
い
と
い

う
の
は
昔
か
ら
変
わ
ら
な

い
の
で
す
ね
。

インターネットを通じ、人と人とのつながりを促進するコミュニティ型の会員制サービス、ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・

サービス）が、子どもを含めた各年代に広く浸透しつつあります。ＳＮＳは知人と旧交を温めたり、同じ趣味の仲間を増やしたりと

いった楽しさがある半面、仕組みを知らずに安易に利用すると個人情報の流出や人間関係のトラブルに巻き込まれる危険があり

注意が必要です。

ࣄࣄࣄ
ྫྫྫ

つ

ＳＮＳの大手サイトから知人の利用開始を知らせるメールが届いていたので、自分も登録した。利用者のほとんどが出

身校や勤務先を公開していたので、必須だと思って自分のプロフィールも詳しく書き込んだ。その結果、過去のトラブル

で交際をやめていた人に現在の勤務先まで知られてしまった （３０歳代、男性）

■不審に思ったとき、困ったときには…消費生活相談 たじま消費者ホットライン ☎０７９６－２３－１９９９

市消費生活相談窓口（市役所市民課内） ☎６７２－６１２１ 県立但馬消費生活センター ☎０７９６－２３－０９９９

集

記後

編

朝来市に滞在して半年が過ぎましたが、日本では、女性と男性で話し方

が違っているということは、理解することができました。また、話し方だけでは

なく、さまざまなことが女性と男性で違っており、座り方にも違いがあることを

最近になって知りました。

私の仕事のなかに、市内のこども園へ出かけて、子どもたちと一緒に過ご

す時間があります。子どもたちと一緒に楽しく遊びながら、ともに学んでいます。

ある日、私はある男の子のそばに座りました。男の子は私を見ると、笑って

「お父さんみたい！」と言いました。私は、すぐには男の子の言った意味が理解

できずに困惑しました。

職場に戻り調べてみたら、「お父さんみたい」と言わ

れたのは、「あぐら」で座っていたからでした。フランス

では、子どもは女性・男性にかかわらず、みんな「あぐ

ら」で座ります。日本人の友だちに聞くと、「あぐら」はリ

ラックスしたスタイルで、主に男性の座り方であり、女

性の「あぐら」をよくないと考える人もいるから、気をつ

けないといけない、と教えてくれました。

ですので、これからは「お母さん座り」を頑張って練

習しようと思います。

（秘書広報課国際交流員 ヴァンデンドリッシュ―・ポリーヌ）
※子ども＝15歳以下 高齢者＝65歳以上
※累計は平成２５年の合計

犯罪発生状況（朝来警察署）

件数手口件数手口

９空 き 巣

侵
入
盗

０路 上 強 盗

街
頭
犯
罪

３忍 び 込 み０強制わいせつ

０金 庫 破 り０ひ っ た く り

１事 務 所 あ ら し４１車 上 ね ら い

２出 店 あ ら し７自動販売機ねらい

９詐 欺

そ
の
他

１２部 品 ね ら い

９傷 害４３器 物 損 壊

５暴 行５自 動 車 盗

２７万 引 き１オートバイ盗

（１２月末累計）２５自 転 車 盗

火災・救急の状況
（朝来消防署）

件数区分

０建物

火
災

０林野

０車両

１その他

１合計

２３累計

１３交通事故

救
急

２４一般負傷

８０急病

１３その他

１３０合計

１４９３累計

（１２月中）

交通事故の状況
（朝来警察署）

累計件数区分

１４４１６人身事故

００子ども

死
者

２０高齢者

２０その他

４０合計

２１４子ども

傷
者

５０７高齢者

１２８１３その他

１９９２４合計

１１５６１１６物損事故

（１２月中）

vol.５ お父さん座り？

ＳＮＳに登録する際には、利用規約をよく読み、どのような情報をどの範囲で公開するのかなど、仕組みをよく理解しましょう。

また、設定を確認し、公開範囲を制限するなどして、より安全な利用方法を選択してください。スマホ等で利用する無料通話アプリ

は、メールよりも手軽にグループトークやチャットが楽しめることから、中高生や若者に人気がありますが、ネット端末の操作には長

けていても倫理観や社会性が未熟な子どもたちが無防備に利用すると、ストーカー事件やいじめなどに発展するケースもあり大

変危険です。大人自身がＳＮＳの仕組みを知り、子どもたちと利用方法について話し合い、例えば夜間の使用を禁止するなど、各

家庭で対策をとりましょう。
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新あさご百景
第26回 雪景色と岩津ねぎ

雪景色の中に映える岩津ねぎの緑。ねぎは冬の寒

さの深まりとともに甘さを増します。朝来市を代表

する農の風景の一つです。

皆さんからの投稿を募集しています。身近にある
風景などを応募ください。 問い合わせ先 市役所都市開発課 ☎６７２－６１２７

人いきいき
市内で活躍する元気な人、

グループを紹介

こ ん な こ と あ ͬ た で ー市 民 投 稿

福を求めて…にぎわう「十日えびす」
和田山新町区

１月１０日、和田山上町の二宮神社で「十日えびす」が、盛大

に行われました。この「十日えびす」の役は、和田山四町で交代

であたっており、今年は和田山新町の当番となりました。

当日は、早朝から縁起物の吉兆を求める人 が々集まりました。

吉兆は２千円から最高は３万円。高額の吉兆が売れたときに

は、威勢のいい掛け声と「三本締め」が付近に響き渡りました。

また、１本１００円の福くじは、液晶テレビやデジカメなどを

はじめとして豪華景品が当たるとあって、今年の運を試そうと

多くの人たちが列を作っていました。

雪で足もとが悪いなかでの開催でしたが、用意された「吉

兆」や「福くじ」がすべてなくなるなど、にぎわった「十日えび

す」となりました。

（ ）さくらグループ

乳幼児を預かり見守る活動を長年にわたり続けるなど、ボランティア活動を行ってい

る「さくらグループ」（代表：佐藤惠子さん・高瀬区）が、このほど兵庫県が少子対策や子

育て支援で優れた取り組みを続ける団体等を表彰する「ひょうご子育て応援賞」を受賞

しました。

「さくらグループ」は、平成１５年に発足。旧和田山町社会福祉協議会で実施された視

力障害者への介護研修を受けた皆さんのなかから有志が集まり「この経験を活かすこ

とができれば」と結成したものです。

以来、竹田の“恵生園”を利用者する皆さんへの買い物支援や、宮田の小規模多機

能施設“おくらべ”でゲームやおしゃべりなど、お年寄りと楽しい時間を過ごす友愛訪問

活動などを進めてきました。

また、６年前からは、双子を育てる母親でつくる「さくらんぼの会」の集まりに参加し、

双子の子どもたちを預かり見守る支援も行っています。

現在「さくらグループ」は、６人で活動しています。「お話ししたり、ゲームをしたり、料理

をつくったりなど、自分たちでできることをしているだけです。」「子どもたちや若いお母

さんたちと接することで、元気をもらいながら活動を進めています。」「これからも体力

が続く限り続けていきたいですね。」と、メンバーの皆さんは話します。


